
平成 29 年 3 月

平成 29 年度 平成 38 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

3,300 円 3,375 円

3,396 円 3,487 円

3,396 円 3,424 円

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実
施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を
含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

平成26年度 平成26年度

平成27年度 平成27年度

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

基本使用料　10㎥まで1,715円
超過使用料　1㎥につき143円

（消費税別）

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

基本使用料　10㎥まで1,715円
超過使用料　1㎥につき143円

（消費税別）

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

基本使用料　10㎥まで1,715円
超過使用料　1㎥につき143円

（消費税別）

～計 画 期 間 ：

処 理 区 域 内 人 口 密 度

処 理 場 数

流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

14.7

3処理場（中重浄化センター・鹿山浄化センター・和田水処理センター）

無し

処 理 区 数 3処理区（中重処理区・鹿山処理区・和田処理区）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

該当なし

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

法非適用　（法適用　平成32年4月予定）

下呂市下水道事業経営戦略

平成9年度（19年）

下呂市

小規模集合排水処理事業

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

団 体 名 ：

事 業 名 ：

策 定 日 ：
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③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

　平成28年度に策定・公表しました、平成27年度決算数値に基づく「経営比較分析表」を添付しています。
　この経営比較分析表は経営及び施設の状況を示す経営指針を活用し、本市の経年比較や他の類似団体との比較、複数の指標を組み合わせた分析を行い、経
営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することが可能となります。

職 員 数

　業務系の技術職員については、有資格者の高齢化や市の新規採用職員数の減尐、業務系職員数の削減などの要因により、
有資格者及び業務系職員の確保が難しくなってきており、今後の技術継承が問題となっています。
　上下水道部全体の人数は、平成16年の合併当時では24人であったところが、平成27年度では16人で部全体として8人減尐と
なっています。
　職員給与費の予算措置として小規模集合排水会計では予算措置はしていない状況です。

　下呂市上下水道部では、下水道事業（公共、特環、農集、小規模）とともに上水道事業及び簡易水道事業を経営しています。
平成29年度からは、市の組織再編により、これまでの上下水道部としての水道事業課と水道料金課の2課体制から、生活部とし
ての上下水道課の1課体制となります。

　地球温暖化防止策として、下水道汚泥のコンポスト化や土壌改良材としての活
用を継　続していきます。

　未利用土地・施設の活用に要する投資に見合う収益が確保できるか不明なため
実施予定はありません。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

事 業 運 営 組 織

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

　現在の民間委託を継続しつつ、水道事業で実施予定の包括的民間委託の成果
を踏まえ、委託範囲の拡大を検討していく予定ですので、指定管理者制度につい
ては未検討です。

　現在の民間委託を継続しつつ、水道事業で実施予定の包括的民間委託の成果
を踏まえ、委託範囲の拡大を検討していく予定ですので、ＰＰＰ・ＰＦＩについては
未検討です。

 イ　指定管理者制度

　施設維持管理業務、消防施設保守点検業務、電気設備管理業務、水質検査業
務、脱水ケーキ収集運搬業務、汚泥成分検査業務、汚泥し渣運搬業務、沈砂処
理業務を民間業者に委託しています。現在の民間委託を継続しつつ、水道事業
で実施予定の包括的民間委託の成果を踏まえ、委託範囲の拡大を検討していく
予定です

民 間 活 用 の 状 況
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

　当市の下水道事業における汚水管渠整備はすでに完了しており整備率は１００％となっています。今後は既存資産の維持管理が中心となっていきますが、供用
開始後20年以上を経過する処理場に関しては機械・電気設備の更新に向けて順次最適整備構想を策定し、その計画に基づき整備を進めていきます。また、震災
時にも下水道施設崩壊などの被害が起きないよう、倒壊等により重大な影響を与える施設や下水処理に最低限必要な施設について、耐震診断・耐震化を早急に
はかる必要があります。

　小規模集合排水処理事業として今後策定する最適整備構想に基づき今後更新を計画していきます。

１　良好な水環境・生活環境の継続
良好な水資源・環境資源に恵まれた本市では、今後とも水環境や生活環境を良好に保っていくため、下水道を完備するとともに、適正な管理に努めていきます。こ
れまでの法規制に則った維持管理を継続しつつ、本格的な維持管理の到来に向けて計画的に維持管理を進めるものとし、維持管理状況の改善、計画的な改築・
更新を図っていきます。また、今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率が比較的高いことから、防災、減災、業務継続性確保の3つの視点に基づく耐
震対策についても進めていきます。

２　将来需要を考慮した効率的な施設運営
本市の人口は減尐傾向が続いており、今後とも大幅な回復は望めない状況です。人口減尐の影響を受けて、下水道施設では施設能力に余裕が生じていることか
ら、将来需要を考慮しつつ処理区間連携等の効率的な施設運営を図っていきます。

３　経営視点に基づく収支改善への展開
下水道財政に対する課題対策のためには、下水道事業の収支改善は必須であることから、収支改善に向け収支両面から取り組みを実施していきます。更新費及
び維持管理費を削減させるためのコスト縮減、一般家庭や温泉旅館などの下水道接続率の向上といった施策を実施するとともに、下水道使用料の適正化につい
ても取り組んでいきます。また、これらの施策の実施の他、下水道財政の分析や経営計画の更新を適宜図り、経営視点に基づく健全な下水道事業の運営を目指し
ていきます。

４　地球温暖化防止策の推進
本事業では、社会的ニーズや投資効果を考慮して、地球温暖化防止や循環型社会形成に向けた対策について取り組んでいきます。

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

　本事業における主な収益的収入は、営業収益の使用料収入、営業外収益の一般会計繰入金となっています。
　そのうち使用料については、今後の人口減尐は避けられないものと想定しているため、有収水量の減尐を見込み前年度対比で約1％の減収を見込んでいます。
一般会計繰入金については、平成27年度現在、国が示す繰出基準に基づく繰り入れとなっていますが、平成28年度からはこれまで財源不足を補うために取崩を
行ってきた基金が底をつくため、一般会計からの繰り入れで財源不足を補う必要があります。
　そのため、今後は区域内の水洗化促進を優先課題と捉えつつ、平成32年4月に公営企業会計に移行するとともに下水道使用料体系の見直しを検討する必要が
あると考えています。また、公営企業会計移行後は、新たに生じる減価償却費相当分に関する繰入金や基準を超えた場合の繰入金の扱いについても、今後の使
用料改定と合わせて検討していく必要があります。

　該当なし。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

自然エネルギー活用の取り組みによる自給の推進を図るため、太陽光発電等の導入についても検討し
ます。

民間活力の活用による事業推進については、事業の公共性と効率性を考え今後の検討課題と考えて
います。

最適整備構想に基づく設備更新により、長期的な更新費用の平準化を図ります。

処理区域の見直しなどの費用対効果について検討していきます。広域化・共同化・最適化に関する事項

その他の取組

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

投資の平準化に関する事項

資産活用による収入増加
の取組について

その他の取組
建設改良費にあたっては、国の補助事業の活用や交付税措置の有利な起債の借り入れなど、適切な

財源確保に努めます。

下水道基金の残高及び運用益は微々たるものであり、下水道事業特別会計として今後基金への積み
立ては困難であると考えます。

平成32年4月に公営企業会計への移行を予定しており、減価償却費及び一般会計繰入金と併せ、使用
料体系の見直しを検討する必要があります。使用料の見直しに関する事項

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）
水道事業の包括委託実施に伴い、窓口・収納部門における住民サービスの向上を図ります。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

　この経営戦略については、毎年度進捗状況を管理するとともに、３～５年ごとに見直しを実施する必要があります。
　次回更新に関しては、公営企業会計への移行による減価償却費等の費用発生なども考慮し、公営企業会計への
移行の際に経営戦略の見直し、更新を行う予定です。その折には、投資計画の進捗状況も踏まえながら必要な料
金改定及び一般会計からの繰入金のあり方に関する具体的な方向性を明らかにすることが必要です。

職員給与費に関する事項 該当なし。

動力費に関する事項 電力自由化に伴う経費削減について検討していきます。

修繕費に関する事項 最適整備構想に基づく設備更新により、突発的な修繕費の発生を抑制します。

委託費に関する事項
水道事業の包括委託実施に伴い、統合が可能な業務について検討し、経費の削減、効率化に努めて

いきます。

その他の取組
水洗化促進、収納率向上など財源確保につながる経費について費用対効果を検証しつつ取り組んで

いきます。

薬品費に関する事項
従来から単価契約の実施などにより経費節減に取り組んでいますが、包括的民間委託等により、より削

減が可能が検討していきます。
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（法非適用企業） 下呂市小規模集合排水処理事業　投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 前年度

区 分 決 算

1 (A) 5,355 7,829 6,985 5,619 5,611 5,463 5,382 5,300 5,215 5,130 5,042 4,953

（１） (B) 1,185 1,162 1,139 1,217 1,201 1,185 1,169 1,153 1,138 1,122 1,106 1,089

ア 1,185 1,162 1,139 1,217 1,201 1,185 1,169 1,153 1,138 1,122 1,106 1,089

イ (C)

ウ

（２） 4,170 6,667 5,846 4,402 4,410 4,278 4,213 4,147 4,077 4,008 3,936 3,864

ア 4,170 6,667 5,846 4,402 4,410 4,278 4,213 4,147 4,077 4,008 3,936 3,864

イ

２ (D) 4,262 4,935 4,172 3,984 3,874 3,761 3,646 3,529 3,409 3,287 3,162 3,035

（１） 2,694 3,471 2,815 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735

ア

イ 2,694 3,471 2,815 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735 2,735

（２） 1,568 1,464 1,357 1,249 1,140 1,027 911 794 674 552 427 300

ア 1,568 1,464 1,357 1,249 1,140 1,027 911 794 674 552 427 300

イ

３ (E) 1,093 2,894 2,813 1,635 1,737 1,702 1,736 1,771 1,806 1,844 1,881 1,918

1 (F) 3,058 2,586 2,586 3,871 3,948 4,028 4,109 4,191 4,276 4,363 4,451 4,540

（１）

（２） 2,586 2,586 2,586 3,871 3,948 4,028 4,109 4,191 4,276 4,363 4,451 4,540

（３）

（４）

（５）

（６）

（７） 472

２ (G) 5,188 5,292 5,399 5,507 5,686 5,730 5,846 5,963 6,083 6,207 6,332 6,459

（１） 68

（２） (H) 5,188 5,292 5,399 5,507 5,618 5,730 5,846 5,963 6,083 6,207 6,332 6,459

（３）

（４）

（５）

３ (I) △ 2,130 △ 2,706 △ 2,813 △ 1,636 △ 1,738 △ 1,702 △ 1,737 △ 1,772 △ 1,807 △ 1,844 △ 1,881 △ 1,919

H37

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

本年度
H28

H29 H30 H31 H32 H33

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

H34 H35 H36

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

H38
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（法非適用企業） 下呂市小規模集合排水処理事業　投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 前年度

区 分 決 算
H37

本年度
H28

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H38

(J) △ 1,037 188

(K)

(L)

(M)

(N) △ 1,037 188

(O)

(P)

(Q)
(Q)

(B)-(C)
(A)

(D)+(H)

(S) 1,185 1,162 1,139 1,217 1,201 1,185 1,169 1,153 1,138 1,122 1,106 1,089

（T)

(U)

(V)

(W)

(X) 74,505 69,213 63,814 58,307 52,689 46,959 41,113 35,150 29,067 22,862 16,532 10,075

○他会計繰入金 （単位：千円）（単位：千円）

年　　　　　度 前年度

区 分
決 算
見 込

4,170 6,667 5,846 4,402 4,410 4,278 4,213 4,147 4,077 4,008 3,936 3,864

4,170 4,169 4,169 2,885 2,809 2,729 2,648 2,566 2,481 2,396 2,308 2,219

2,498 1,677 1,517 1,601 1,549 1,565 1,581 1,596 1,612 1,628 1,645

2,586 2,586 2,586 3,871 3,948 4,028 4,109 4,191 4,276 4,363 4,451 4,540

2,586 2,586 2,586 3,871 3,948 4,028 4,109 4,191 4,276 4,363 4,451 4,540

6,756 9,253 8,432 8,273 8,358 8,306 8,322 8,338 8,353 8,371 8,387 8,404

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ） 56.7

赤 字 比 率 （ ×100 ）

55.8 54.9 54.0 53.1

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

76.6 73.0 59.2 59.1 57.6 56.7

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

H33 H34 H35 H36 H37

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

本年度
H28

H29 H30 H31 H32

52.2

H37

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額
健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模
健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)
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グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成27年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

人口減少などにより有収水量が減るとともに、
基金も枯渇したなかで、今後は老朽施設の更新
や耐震化に取り組まなければなりません。料金
改定を含む財源の確保の検討を進めるととも
に、処理場の統合を含めた効率的な投資、運営
を心がける必要があります。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

建設後19年が経過する施設が多く、機器の更新
の必要性が高まっています。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経費回収率は100%を下回っており、汚水処理に
かかる費用の一部を一般会計からの繰入金で補
てんしている状況となっています。類似団体と
同様に施設利用率が低く、接続率の向上が今後
の健全経営への課題であると分析します。
汚水処理原価及び経費回収率については類似団
体に比べて良好であり、企業債残高も償還の
ピークを過ぎていることから減少傾向にありま
すが、更新投資の費用の確保も困難となってお
り、これまで以上に一般会計からの繰入で収入
不足を補てんしなければならない可能性があり
ます。将来の見込みを踏まえた効率的な投資と
ともに、接続率の向上への取組が必要です。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 0.26 98.00 3,396 88 0.06 1,466.67 【】

40.36 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
)

法非適用 下水道事業 小規模集合排水処理 I2 34,351 851.21

経営比較分析表
岐阜県　下呂市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

0.00

0.01

0.02

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 38.75 29.62 25.49 57.27 56.67

平均値 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 

平均値 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 

平均値 

①収益的収支比率(％) 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 

平均値 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 

平均値 

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 544.78 622.78 636.88 520.97 495.02

平均値 2,988.96 3,394.76 3,189.89 2,585.83 2,464.06

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 24.12 28.29 21.58 44.25 43.99

平均値 26.99 32.81 27.92 31.45 32.91

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 700.53 601.63 782.07 393.97 389.19

平均値 663.60 483.69 602.87 588.55 561.54

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 37.74 37.74 39.62 35.85 35.85

平均値 38.97 45.55 35.64 37.95 34.92

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

H23 H24 H25 H26 H27

当該値 92.16 92.45 96.43 88.76 85.23

平均値 86.89 80.91 87.19 88.20 88.64

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％) 

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％) 

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％) 

      【2,685.08】 

【89.35】 【36.67】 【600.63】 【30.63】 

    【0.17】 

該当数値なし 該当数値なし 

該当数値なし 該当数値なし 
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